
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歓声あがる楽しい『昔の暮らし授業』～蔵持小学校３年生～ 

 

授 業 蔵持小学校 

みんなでキレイな桜を咲かそう  ～桜の木の堆肥やり ～ 
 

奉仕作業 学校運営協議会 

２月７日(木)、稲森穂積さんから蔵持小学校３年生

３２名に「おじさんの子どものころのくらしを知り、

今のくらしを考えよう！！」と、話をしていただきま

した。 

初めに、こどもの頃、ウシで田んぼを耕したり、ニ

ワトリの卵・肉を食べたり、ヤギのお乳を飲んだりす

るために家で飼っていたことを教えてもらいました。 

その後、ごはんはどうやって炊いていたか、洗濯は

どのようにしていたか、情報の移り変わりについて

「道具の移り変わりパネル」や実物のおひつ、お釜、

黒電話などを見て昔の暮らしぶりを学びました。 

また、古い手巻き式蓄音機にレコードを乗せて音楽

を鳴らすと「ワー」と歓声をあげていました。 

この時間、子ども達みんなが質問に積極的に手を挙

げて答えている姿にとても感心させられました。 

 15 日(土)に蔵持小学校の桜の木への堆肥やりが、樹木医

の広瀬さんをはじめとする参加者 5 名と、蔵持小学校川合

校長・福増教頭先生らで行われました。 

樹木医広瀬さんは蔵持小学校の桜に関わっていただいて

5 年目になります。その間、ずっと桜の木の状態を見てくれ

ていて、枯れて倒木の恐れのある木は、倒れる前に切るよう

にと教えてくださっています。 

そうした中で、蔵持小学校の桜の木たちは、古木になって

きていても、堆肥を毎年やることで新しい芽を出してくれ

ています。 

また、この堆肥は『奥田ゴールドファーム』から無償で提

供していただき、その上、配達までしてくださいました。 

こうして、学校の先生や地域の皆さんに支えられて、毎

年、蔵持小学校の桜に必要な栄養を与えることができてい

ます。 

今年も桜の季節がもうすぐ。今年はどんな綺麗な桜が咲

き誇ってくれるでしょう。楽しみですね。 

樹木医の広瀬さん、学校運営協議会の方々、奥田ファーム

さん、学校の先生方、ありがとうございました！ 

樹木医の広瀬さん 

２月の行事より 
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